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三郡変成帯の年代論と変成岩に関するノート

渡 辺 暉 夫＊

Anoteonthemetamorphicagesandrocks
　　　　　in　the　Sangun　terrane

WATANABE　Teruo
　　　　　，

　　Recent　studies　dealing　with　fossil　ages，radiometric　ages，a，nd　some　characteristic

metamorphic　and　pre－metamorphic　lithologies　in　the　Sangun　meta，morphic　terrape　are

briefly　summarized．

　　The　Sa，ngun　metamorphic　rocks　a，re　divided．into　two　groups　based　on　radi　omet　ri　c

ages：Rocks　of　the　older　grouP（250－310Ma）distributed　in　the　Wakasa　area（Tottori

prefecture），Oosaya’ma　areaぐOkaya，ma　prefecture），and　Nagato　tectonic　zone（Yamaguchi

prefecture）．Some　undated　rocks　a，round　small　serpentinite　bodies　in　the　Hazumi　area

（Shimane　prefecture）may　also　belong　to　this　older　group．Rocks　of、older　group　which

occur　spatia，lly　proximate　to　serpentinite　ma，sses　may　be　the　westem　extension　of　the

Hida　marginal　serpentinite　m61ange　zone』The　mode　of　occurrence　of　metamorphic　rocks

in　the　Hazumi　area　may　be　interpreted　as　a，tectonic　m61ange．

　　In　contrast，rocks　of　the　younger　group（170－190Ma）occur　over　wide　areas　in

the　Chugoku　district　rarely　a，ssociated　with　serpentinite．

は　じ　め　に

　三郡変成岩および三郡変成作用の及んだ弱変成古生

層が分布する三郡一中国帯の原岩層序・変成作用につ

いての考察とまとめは，かって西村ほか（1977）によっ

て与えられた．しかし，その後の三郡変成岩類の研究

の進展は三郡変成帯の構成と成立過程について再検討

を要求するようになっている．たとえば，近年一層鮮

明になってきた石炭紀からジュラ紀に及ぶ変成岩の放

射年代幅のばらつきは三郡変成帯を従来通り単一の変

成帯として扱うことについて問題を投げかけているよ

うに思われる．小論ではこのような最近の研究によっ

てクローズ・アップされてきた三郡変成帯に関する若

干の問題について，島根大学の卒業論文を含めて紹介

し，最近の三郡変成帯研究の概観を示すことを目的と

している．

＊　島根大学理学部地質学教室

　原岩の時代と構成

　三郡一中国帯の岩相対比と弱変成岩中のフズリナ

化石に基く結晶片岩類の原岩年代の推定は西村ほか

（1977）によって行なわれた．たとえば錦町付近に分

布する都濃層群の原岩の年代はデボン紀から石炭紀に

及ぶと推定された．その根拠は見かけの上位にある弱

変成錦層群から二畳紀中世を示すフズリナ化石が見出

されていること，および石炭紀のフズリナ化石を含む

石灰岩台地の下位に分布する緑色岩の年代と都濃層群

の塩基性片岩が同時代のものであろうと解してのことで

ある．この推定自体を積極的に否定する根拠は現在な

いと考えられる．しかし，日本列島各地の中・古生界

にオリストストロームが認められ，上述の塩基性岩の

岩相対比が強固な根拠を必ずしも持っているものでは

ないと考えられるようになると，原岩年代について改

めて問い直しが必要となるであろう．直接，結晶片岩

類から化石を見出し年代を決定することが不可欠であ

るが，三郡帯ではこれまでこの種の資料は全く得られ

33



34 渡　　辺　　暉　　夫

ていない．しかし幸いにも．ブドウ石一パンペリー石

相程度の変成作用を受けていると考えられる地域から

は放散虫化石の報告が最近相ついでいる．

　山口・島根両県境付近に分布する錦層群からは中ほ

か（1984a，1984b），西村・磯崎（1984）によって酸性

凝灰岩・頁岩から次の放散虫化石が報告された．

　Fo♂1蜘。観π88cholα8孟6c財s，Follδc％c配1包8vθη爾一

co8秘s　P8θ加loα16αガllθllα♂oη9ぎco7痂8

　島根県六日市町からはF・ll蜘。膨ll％8規。船。αη孟加8も

報告されている（中ほか，1984a）

　これと同様の放散虫化石が岡山県勝山地域の新庄川

沿いの弱変成岩からも報告された（三宅，1984）．

　ISHIGA　窃α1．　（1982）によればFollぎ側。α1彪s

scholα8彦ガ。％s，　　Fo．　　vθη孟7ぎcos％8　1よ　Follぎ。膨。％llπ8

SCん・1αS渉どC砺群集の特徴的な種とされており二畳紀中

世後期～新世最前期にあたる．西村ほか（1985）はこ

れらの化石年代を約255Maに相当するであろうとして

いる．I　SHIGA　et　α1．　（1982）　は　　Fo．　8cholαs孟ぎ。祝8

群集がテキサスのGaudalupianの石灰岩から報告され

たことを述べており，Gaudalupianは柴田（1985）の

まとめによれば253Ma－259Maである．

　島根県六日市の錦層群に産する放散虫化石は中・渡

瀬（投稿中）によればさらに二畳紀中世前期にまでさ

かのぼるという．

　三宅（1984）の調査した勝山地域には古くから石灰

岩の存在が知P）れており，石灰岩中からF麗π1ガ舵llα，

Sc勧αgθTぎηα等の化石の産出が知られていた（小林，

1950）．また，長谷ほか（1984）によれば同地域に分布す

る見かけ上比較的下部の石灰岩からはPsθ記。プ麗協ηα，

Pα7αん8財1∫ηαが，上部の石灰岩には石灰礫岩の発達が

あって，ノVθ08cんωα9θ7彪α，1Vθ7δθθ幻ηα，P8θ記odo々。－

1疏α，yα加彪α？が得られるという．

　横山博は島根大学の研究生当時，同地域の石灰岩から，

F膨s漉ηθllα，丁漉ガ。漉s，Sch⑳θ丁孟θllα，Sc勧α9θ漉α，

Ps⑳dosc勧αgθガηα，ノVθoschωαgθTガηαの産出を明らか

にした．

　以上のフズリナ化石はF麗包1∫舵llαが石炭紀を示す

ほかは大部分が二畳紀前世から新世に及ぶ時代を示し

ている．横山（1982）によれば，これらのフズリナ化

石を含む石灰岩は地質図上でレンズ状あるいは小岩塊

として泥質岩を主とする地層中に散在している．石灰

岩が周囲の泥質岩と直接する場合，その接触面は泥質

岩中の層理面の走向・傾斜と調和的であることが多い

が，一部では大きく斜交する例も認められる．三宅

（1984）の報告から判断し，放散虫産出岩相と類似の

岩相をもつ地層（泥質岩を主体とする地層）は二畳紀

中世末～新世に相当するであろう．石灰岩塊はこの地

層中のオリストリスであると思われる．この泥質岩を

主体とする地層中には緑色岩も岩塊として取りこまれ

ている．また酸性凝灰岩はしばしば泥質岩と整合的に

累重する．前述の錦層群にも酸性凝灰岩がかなり含ま

れるから，F・．scんolα8彦ぎ。麗群集で示される時代（約

255Ma頃）に島弧の火山活動が西中国地方に存在した

ことが想定できる．勝山地方の古生層や錦層群の堆積

の場についての議論は今後の課題であるが錦層群に岩

相・年代が類似するといわれる太田層群（山口県下）

は層内変形の発達の様子から海溝内縁に堆積したもの

であると勘米良（1983）は考えている．以上のことか

ら，二畳紀中世末頃の中国地方に1つの島弧一海溝系

を想定しうる根拠がある．とはいえ，想定される島弧一

海溝系は未だ大部分不明である．

　ところで酸性岩の分布は弱変成古生層中に限らない．

岡山県坪井付近に認められる酸性片岩（光野，1984）

はその代表的例であり，そこでは李ほか（1984）によ

れば酸性溶岩，凝灰岩の識別が可能なようである．近

くに見られる変成“塩基性、溶岩中の普通角閃石は

「造山帯中性マグマから由来した角閃石と類似する」と

李ほか（1984）は述べている．また三郡変成岩中でこ

れまで塩基性片岩と塗色されてきた緑色片岩は必ずし

も塩基性とは限らない（渡辺ほか，1982，佐野，1984

および本研究報告）．この緑色片岩の原岩は主に火山

性砂岩～泥岩であると考えられている．た・“し中には

Sio2％が60％に近い変成溶岩岩片も含まれている

（佐野，1984）．酸性片岩，緑色片岩の形成の場につい

てはわからない点が多いが，厚い緑色片岩のいくつか

は泥質片岩の構造に非調和な分布を示し，泥質岩中に

入りこんだ巨大岩塊であったと考えられる（佐野ほか，

1985および本研究報告）．

　三郡一中国帯には超塩基性岩体が分布するがこれら

はオフィオライトの一部と考えられ，出石，関宮，若桜，

足立，多里の超塩基性岩体はdunite－harzburgite－

chromiteコンプレックスに分類され，孤立したテクト

ナイトであるとされた（ARAI，1980）．一方，落合一

北房岩体は層状構造が明らかで，オフィオライト・

スウィートの超塩基性集積相の可能性が指摘された

（ARAI，1980）．たデし，これらの岩石が現在の位置

に定置するに至った過程については不明の点が多い．

落合一北房岩体のすぐ南には夜久野オフィオライトに
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　　　　　　　　　　第1図　三郡変成岩類の放射年代分布図

黒く塗りつぶしてあるのが変ハンレイ岩類，黒丸印のあるのが渡辺・西戸・長尾の未
公表データ．

相当すると考えられる変ハンレイ岩類があり，これは

藍閃変成作用を受けている（西村ら，1981）．舞鶴帯

東部に分布する夜久野オフィオライトの主体は15－

30kmの異常に厚い海洋地殻の断面を示していると

ISHIWATARI（1985）は考えている．彼はこのオフィ

オライトは小さな海盆（多分，黒海などのような）下

で形成されたと考えている．このような特異なオフィ

オライトを含め，一連のオフィオライトを巻きこみ，

かつ酸性岩をも含む藍閃変成作用の場の復元が三郡変

成作用の研究には求められており，これまでの累進変

成作用の概念を詳細かつ具体的に吟味し直すことが要

求されるであろう．

放射年代論の進歩

　第1図はこれま、で得られている三郡変成岩の放射年

代を簡単にまとめたものである．放射年代のまとめは

別に柴田・西村（1985）等によって行なわれているの

で，ここでは詳述をさけ，年代分布を図で示し，議論

を進めることにとどめた．第1図に用いた年代は猪

木（1984），NISHIMURAe厩1，．（1983），西村・磯崎

（1984），柴田ほか（1972），SHIBATAe孟α1．，（1g77），

SHIBATA　andIGI（1969），柴田ほか（1979），柴田・

西村（1983），柴田・西村（1984），UEDAandONuKI

（1969），柳（1967）である．第1図にはこれに渡辺・

西戸・長尾の未公表データを加えた．変ハンレイ岩の

年代は250－380Maとばらっくが，その一部は火成岩

組織をもつ変ハンレイ岩中の褐色角閃石から得られた

年代であるから，三郡変成作用以前の原岩の火成活動

時代を示すのであろう．

　結晶片岩の示す年代は古い方から250－310Ma，

150－230Ma，120－130Maの3つに大別できる．300

Ma前後の年代を示す変成岩は飛騨外縁帯に対比され

ると柴田・西村（1984）は主張している．この300

Ma前後の三郡変成岩は中国地方では鳥取県若桜と山口

県の長門構造帯中（猪木，1984）に認められる．両者

を結ぶ地域はいわゆる山陰支脈の三郡変成岩が見られ

る．このうち岡山県大佐山の超塩基性岩体中の捕獲

岩として見出された藍閃石含有石英・白色雲母片岩

（WATANABE，1984）は全岩K－Ar年代が251Maで
ある（渡辺・西戸・長尾，未公表）．斜長石を含む岩石

のK－Ar法での閉止温度は300。Cを下回るものと思わ

れる（柴田，1985）から，変成作用の最高温度を示す

年代は251Maよりもう少し古いかもしれない．このよ

うな解釈を加えると大佐山の藍閃石含有石英一白雲母

片岩は柴田・西村（1984）によって飛騨外縁帯の延長

とされた岩石と年代的により近縁のものと見なしうる

かもしれない．若桜・大佐山・長門構造帯を結ぶ線が

飛騨外縁帯の南縁の延長という可能性が出てくる．
　　　　　　　　　　　　　プ
　飛騨外縁帯の延長問題については検討すべき点も多

いので，ここでは単に可能性に言及するにとどめうが，

これら三郡変成岩の古期岩の形成時にはすでに指摘し

たように中国帯の古生層の堆積が行なわれている．三

郡変成岩中の古期岩類は蛇紋岩と密接して産する点を

重く見れば，古親王郡変成岩を伴なう超塩基性岩の道

入と古生層の堆積が同時進行していたことになるかも

しれない．

　中国地方では舞鶴帯の下部三畳系福本層群が古生層

を平行不整合でおおうとされているから（中沢，1954），

この変動は古期三郡変成岩の形成の完了を示すのかも

しれない．一部では三郡変成岩の形成はもう少し遅れ，
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200－230Maという年齢を示すようになったと思われ

る．この年代は上部三畳系美祢層群が三郡変成岩を不

整合におおう（例えば長谷，1984，p138）変動の時代

である．

　しかし三郡変成岩の放射年代は150－200Ma（特に

170－190Ma）に集中している．170－190Maの年代

はジュラ期前世後期～中世中期を示す．渡辺・西戸・長

尾によって江津市波積の泥質片岩・青色片岩から得ら

れた全岩K－Ar年代は184～188Maであった．この年代

を示す三郡変成岩は中国地方では山口県下の都濃層群，

岡山県勝山～旭町地域，鳥取県八東層等に比較的広く

分布しており，古期三郡変成岩分布地にくらべ，付随

する超塩基性岩の分布面積は極めて狭い．これら新期

三郡変成岩の“形成の時代・にほデー教して，周辺の

鹿足層群のオリストストロームの形成（早坂ほか，

1983），角谷層の堆積（早坂・原，1982）や陸棚層樋口

層群（HIRANOθ加1．，1978，中・徳岡ほか，本研究報

告）等の堆積が行なわれている．これらの堆積と同時

に新期三郡変成作用も行なわれたと解せられる．変成

岩の形成と周辺の堆積岩形成が同時に行なわれたと思

われる点で，古期・新期の三郡変成岩には共通性があ

る．

　第1図には白亜紀前期に及ぶ年代も示されている．

この意味については別の機会に検討することにしたい．

江津市波積の三郡変成岩の特徴

　江津市波積に分布する結晶片岩類は小林（1979）に

よって波積南層と名づけられた．泥質片岩を主体とし，

塩基性片岩をしばしば爽むが，塩基性片岩の多くはク

ロス閃石一緑レン石の組合せで特徴づけられる青色片

岩である．泥質片岩の多くは石英一曹長石一炭質物一

白色雲母を主要構成鉱物とし，緑レン石，緑泥石，ス

フェーン，方解石，黄鉄鉱を副次的に含む．また稀に

ローソン石を産する（千貫，1983；WATANABEe砲1．，

1983）．つまり，三波川変成帯の緑泥石帯（東野ほか，

1977）に相当する鉱物組合せを示している．しかし，

中向井の蛇紋岩体の周辺にはザクロ石や曹長石斑状変

晶を産することがある（千貫，本研究報告）．これは三

波川帯に対比すればより変成度の高いザクロ石帯の岩

石に相当する．また塩基性岩として前述蛇紋岩体の内

部及び周辺にはバロア閃石一藍閃石片岩が見出される

（千貫，本研究報告；小林・渡辺，1985）．つまり，よ

り高温の変成作用を受けたと思われる岩石が中向井の

蛇紋岩体内やその周辺に認められる．周囲の岩石との

1mm
第2図　波積南層，中向井の粗粒曹長石結晶を含
　　　　む泥質“点紋ケ片岩の顕微鏡写真（サン

　　　　プル番号Tp－1）曹長石一右側一と周囲

　　　　の石英・白色雲母一左側一の粒度の著し
　　　　い違いに注意．

関係は不明な点が多いが，これら高変成度を示すと思

われる岩石は小岩塊として泥質片岩中に見出される．

　第2図に顕微鏡写真を示した岩石（サンプル番号

Tp－1）はやはり中向井の蛇紋岩周辺に見出される泥質

片岩で，見かけ上，径5mm程の曹長石を含む“点紋

片岩、である．

　三波川帯では点紋片岩はほ・“ザクロ石帯の岩石に相

当するから，黛点紋片岩、であるという点で，これは前

述の高変成度を示す岩石として扱うことができよう．

曹長石結晶中には直線状に配列した藍閃石（第1表）

やクリノゾリサイトが包有されている．少量のK白色

雲母も曹長石中に含まれているが，これは基質のK白

色雲母にくらべて，Na20やTio2に富んでおり，かつ

フェンジャイト分子が少ない（第1表）．K白色雲母の

Na20やTio2量は一般に，変成度と共に増加するから，

曹長石結晶に含まれるK白色雲母は基質部のものより

も高温の変成条件下で形成された可能性がある．これ

を別の角度から裏づけるのが，径5mmに達する曹長

石結晶とこれに接する石英の粒度の差であり，この基

質部石英は径O．01mm以下である．このような粒度差

は，三波川帯で一般に点紋片岩と呼ばれている岩石に

は通常認められない．つまり，この粒度差の点からも

曹長石粗粒結晶とこれに接する石英は同一変成温度で

形成されたとは考え難い．

　恐らくこの岩石はある種の後退変成作用を受けたも
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第1表 藍閃石，K白色雲母の化学組成（EPMA分析）
（サンプル番号　　　）

91aucophane white 　●高撃モ

1nclusion matrix
Sio　　　2 57．37 50．00 51．55

A10　　2　3 11．59 27．19 24．85

Tio　　　2 0．01 0．12 0．07

FeO 11．78 3．40 3．93

凹nO 0．09 0．04 0．02

MgO 8．55 2．91 4．06

CaO 0．20 0．14 0．08

Na　O　　2 7．1．0 0．50 0．10

K
　
O
　
2

0．01 9．54 9．70

Tota1 96．ZO 93．84 93．36

Si 7，996 6，784 6，999

A1 1，904 4，348 3，977

Ti 0，001 0，012 0，007

Fe 1，373 0，386 0，333

M ∩　　∩11 ∩　　∩ ∩　　∩∩つMn

Mg

Ca

Na

K

0．011

1．776

0．030

i．919

0．002

　　0ニ231

0．0

o．589

0．020

0．132

1．651

0＝22

0．002

0．822

0．012

0．026

1．680

0＝22

藍閃石，2：K白色雲母（曹長石結晶包有物）
K白色雲母（基質）

のと思われる．早期の変成作用の年代は不明だが，後

期の変成作用は，前出の波積の全岩K－Ar年代を根拠

一として184－188Ma頃と推定される．早期り変成作用

は250－310Maに相当する可能性はないであろうか？

若桜一大佐山一波積一長門構造帯と結ぶ線はかって別

の観点から長谷（1973）によって長門構造帯の延長と考

えられた線と大きくはずれていない．このような想像

はさておき，波積の中向井を中心にして緑泥石帯相当

め岩石中に，より高温の変成作用を受けたと思われる

岩石が散在するところがら，小林・渡辺（1985）はテ

クトニック・メランジによる説明を提唱した．

　　　　　　　ま　　と　　め

　三郡変成帯の原岩の時代や岩相，放射年代について，

最近の研究を紹介し，三郡変成岩が古期と新期に分れ，

古期三郡変成岩の分布は若桜一大佐山一江津市（波

積）？一長門構造帯に連なる可能性を指摘すると共に，

波積のテクトニック・メランジについて簡単にふれた．

古期・新期三郡変成作用の年代は周辺の堆積岩の堆積

年代と一致しており，古期三郡変成岩の分布は蛇紋岩

と密接する．
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